






放射線は残らないのですか？

　例えば、健康診断などで、レントゲン撮影をした後、身体に放射線が残って何かの

害が生じるということはありません。また、撮影技師も撮影終了後、レントゲン室にす

ぐに戻って来ます。これは部屋にはエックス線が残っていないから。そうでなければ、

撮影技師は、一日に何回もレントゲン撮影をする度に、エックス線を浴びることになっ

てしまいますね。

　同様に、放射線を食品に照射しても放射線は残りません。また、使用される放射線は、

エネルギーが低いので、食品が放射能をおびることはありません。
（http://foodirra.jaea.go.jp/dbdocs/004030002006.html参考）
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あとがき

　一日の生活をみた時に、放射線は医療だけではなく照射によるさまざまな材

質強化や放射線を利用した計測などに利用されています。

　そして、食品照射は各国で許可・実用化されている技術です。特に、照射し

た香辛料・乾燥野菜・ハーブは国際的に流通しています。それがわが国に持ち

込まれて利用されると、食品衛生法に違反することになってしまいます。食品

業界では、海外で買い付ける香辛料・乾燥野菜・ハーブなどを自主検査して、

照射製品を持ち込まないように努力しています。照射食品を輸入したことに気

付けば、回収して廃棄しています。これらに要するコストは企業が負担してい

ますが、最終的には商品の価格に転嫁され、消費者が負担することになってし

まいます。

　また、政府は照射した香辛料などの輸入を阻止するため、検疫所で検査を行っ

ています。そのための経費は私たちの税金で賄われているのです。照射した香

辛料や乾燥野菜の安全性に問題がないのであれば、照射食品禁止に伴うこのよ

うな無駄なエネルギーとコストを費やす必要はないと言えるでしょう。

　わが国では、食品照射について、正しい理解がないまま今日を迎え、国際的

な流れに乗り遅れている現状があります。「品質劣化が少ない」、「化学薬剤を使

わないので環境に優しい」など、今日では、食品照射の科学的・技術的なメリッ

トが明確にうたわれています。その規制緩和は、消費者、流通関係者、あるい

は政府にとって大きなメリットをもたらすことでしょう。社会経済的な視点か

らの論議が活発化することを望んで止みません。
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エックス線の発見

レントゲン
　1895 年 11 月 8 日、放電管による発光現象を観察してい
たときに、離れた位置にあった蛍光紙に発光を発見しました。
この光のようなものは電子線のように磁気を受けても曲がら
ないことからレントゲンは放射線の存在を確信し、数学の未
知の数をあらわす X の文字を使いエックス線と名付けました。

自然放射能の発見

アンリー・ベクレル
　1896 年、ウラン化合物の蛍光を研究中に、ウラン化合物、
十字架と乾板を一緒にしまっておいたところ、乾板が十字架の
形に感光していることに気づきました。ベクレルは、ウラン化
合物からの放射線（ベクレル線と名づけ、後にアルファ線にな
りました）が写真乾板を露光させることをつきとめました。

放射性元素の発見

キュリー夫人
　キュリ一夫妻は、ベクレルの発表に関心を持ち、ベクレル線を出す
物質の研究を続け、鉱石の抽出作業によって、1898 年、ラジウム・ポ
ロニウムを発見し、その後 1902 年にはラジウム単体の分離に成功し
ました。1903 年にキュリ一夫妻とベクレルは「放射現象の発見」で
ノーベル物理学賞を受賞しました。また、キュリー夫人は、1911年に「ラ
ジウムとポロニウムの発見、ラジウムの分離とその性質および化合物
の研究」で、ノーベル化学賞を受賞しました。




